
22 博物館研究　Vol.55 No.10 （No.629）

新型コロナウイルスの感染拡大に応じ、令和 2
（2020）年 2 月末より全国各地の小中学校や幼稚園な
どが臨時休校・休園となった。おうちミュージアムは
そのような状況をきっかけに北海道博物館がはじめた
企画である。 8 月 7 日時点で全国より215のミュージ
アムが参加している。学校等の臨時休校と同じ頃から
全国のミュージアムの多くも長期臨時休館となってい
た。ミュージアムに来館してもらうことは叶わなくて
も、これまでの研究や展示、行事などでおこなってき
たことを生かして、自宅で過ごす子どもたちが楽しく
学べるコンテンツをオンラインで提供する取組として
はじまった。

9 月号の支部情報「おうちミュージアムのはじまり
とこれから」では、企画の意図や北海道博物館が提供
したコンテンツの内容や運営などを紹介したが、今回
10月号の特集ではおうちミュージアムの全国への広が
りについて振り返り、今後について探っていきたい。
7 月より参加ミュージアムを対象におこなっているア
ンケート＊1で得られた声も交えて紹介する。

2 月末より臨時休館を受けてオンラインでコンテン
ツを提供する動きが各地のミュージアムで少しずつは
じまっていた。そのような取組をするミュージアム同
士で手を組むことで、個々の施設の情報へアクセスし
ている利用者だけでなく、より広く届けられないかと
考え、おうちミュージアムとして一緒に情報発信する
ことを北海道博物館から全国のミュージアムに呼びか
けた。ミュージアムが取組をはじめるハードルを下
げ、ミュージアム業界の大きな動きにすることも企画
の意図であった。また、利用者が情報を選び取りやす
く、よりワクワクする形で、普段ミュージアムに関心
の低い層も含め多くの人に届けるため、「おうちミュー
ジアム」というネーミングとロゴなどのデザインを共

有した。北海道博物館のウェブサイト内に設けたおう
ちミュージアムのページ＊2には、参加するミュージア
ムの一覧があり、各ミュージアムのコンテンツ公開
ページと相互にリンクしているため、サイト来訪者は
全国のミュージアムのコンテンツに行き来できる仕組
みだ。

広がりはじめたおうちミュージアム
北海道博物館は、 3 月 4 日におうちミュージアムの

趣旨と例となるコンテンツを載せたウェブページの公
開をはじめた。その翌日に、「ミュージアム関係者の
皆さまへ」＊3と、メッセージを記したページを追加
し、ウェブでの参加の呼びかけもはじめた。同時に北
海道博物館協会のメーリングリストで案内を流し、日
本博物館協会と全国歴史民俗系博物館協議会でも事務
局よりメーリングリストで連絡していただき、多数の
博物館に一斉に情報共有した。すでにオンラインでの
コンテンツ配信をしていたミュージアム数館に対して
も個別に誘い、参加してもらった。開始直後は、北海
道内のミュージアムの参加が多かったが、参加した
ミュージアムが周りのミュージアムを誘ったり、各地
域各分野の博物館協会等で情報共有されたりと、口コ
ミによって全国各地の幅広い分野のミュージアムへと
参加が広がっていった。

マスメディアによるインパクト
多くのメディアに取り上げられたことも、広がりの
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図1　ロゴマーク　ロゴの2色をほかの制作物にも共通して使った
図2　�おうちミュージアム参加館・組織数の推移グラフ（日付は参加

表明日）
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一因だろう。各ミュージアムがそれぞれメディアの取
材を受け、おうちミュージアムとして紹介してもらっ
たことにより、格段に広く広報することができた。新
聞等から知り参加を希望し連絡をくださるミュージア
ムも、 4 月頃から多くなった。記者の方々からはしば
しば、新型コロナウイルスで暗いニュースが溢れるな
か、“ステイホーム”の流れに沿った明るく新しい企画
を取り上げたいとコンタクトをもらった。野球殿堂博
物館のおうちミュージアムがスポーツ新聞に掲載され
るなど、各ミュージアムや各コンテンツの独自の利用
者層をターゲットとしたメディアに取り上げられるこ
ともあり、分野横断的に情報を広めることができた。
ローカルなメディアで地元のミュージアムが取り上げ
られると同時に、他地域のミュージアムも取り上げら
れるという相乗的な広報も見られた（図 4 ）。

多様なミュージアムが共同発信するプラット
フォームとして

公立の博物館や資料館、美術館、企業ミュージア
ム、大学博物館、自然・生物系のセンター、さらには
市町村の教育委員会といった組織も参加し、背景もそ
れぞれ多様な“ミュージアム”が共同で情報発信できる
プラットフォームとして、おうちミュージアムが生か
されている。もとより、ネーミングを「おうち博物館」
ではなく「おうちミュージアム」としたこと、広報文
などで「ミュージアム」と表記したことは、一般的に
想像される「博物館」にあてはまらない幅広いタイプ
の施設の参加を期待していたためである。先述のアン
ケートでも、細かい参加条件がないため、敷居が低く

間口が広いものであったことについて触れる回答がい
くつか見られた。

これまで、ミュージアム同士のつながりは地域や分
野ごとの博物館協会などによるものが多かった一方、
おうちミュージアムは地域や分野、設立背景の垣根な
く、同じような意識やモチベーションを持ったミュー
ジアムの（あるいは担当者レベルでの）集まりとなっ
ている。参加するミュージアムの職員からは、開館し
てお客さんを迎えることができないなど大変な状況の
中でも、健闘する全国のミュージアムの存在を知るこ
とで、「励みになった」「刺激を受けた」「モチベーショ
ンがアップした」と、メールや電話でのやりとりやア
ンケートの中で、聞かせてもらっている。

コロナ禍をきっかけとした働き方と業務の変化
ほかの多くの企業や団体と同じく、ミュージアムの

職員の多くは感染対策のため在宅勤務をしていたよう
だ。先述のアンケートでは、おうちミュージアムのコ
ンテンツ制作が在宅勤務の業務内容として認められや
すかった、自宅で集中して考えることができたという
声があったことも興味深い。ミュージアムでは資料に
関わる業務など在宅勤務が難しい業務が多い。ミュー
ジアムによって事情は様々だろうが、自宅でできる業
務を多く含んでいたことも、おうちミュージアムの広
がりに一役買ったことがわかった。

今回を機に、動画やウェブサイト編集のスキルが格
段にあがったり、オンラインの博物館活動の重要性や
マインドが職員の間で共有されたりといった変化も
あったようだ。コロナ禍の特別な業務ではなく、平時
でも気軽に実行できる業務として、認められるように
なれば良いと思う。

図3　�おうちミュージアムに参加するミュージアムをマッピングした
地図（館を持たないミュージアムはその担当部署等の所在地）

図4　�生活情報紙「リビング熊本」1632号（5月23日発行）表紙での
掲載。おうちミュージアムの趣旨と5つのミュージアムの取組
が紹介された
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デザインとネーミングの共有
複数のミュージアムと一緒になって取り組むにあた

り、ブランディング＊4の考え方を意識した。参加する
ミュージアムには、ロゴのほかウェブや印刷物に使え
るおうちミュージアム用のテンプレートを共有し、自
由に使ってもらっている。テレビや新聞などのメディ
アにおいてもロゴマークを使って紹介してもらうこと
が多かった。

神戸市を拠点に活躍するデザイナー和田武大氏（株
式会社 デザインヒーロー）がおうちミュージアムに
賛同し、協力をいただけることになった。和田氏は、
当初北海道博物館で自作したロゴマークの初期案を、
目に留まりやすいデザインにブラッシュアップし、
様々な状況での使い方の展開を充実させた。ロゴマー
クのほか、ウェブ用のボタンやバナー、教材作りに使
えるテンプレート、館内掲示や配布用のチラシ（図 5 ）
も、和田氏に意見をもらいつつ継続的に協力しても
らっている。

「#おうちミュージアム」の広まりとあわせて
SNS上で効果的におうちミュージアムを広め、投稿

をまとめて閲覧できるようするため、ハッシュタグ
「#おうちミュージアム」を使ってもらうように参加
ミュージアムに呼びかけた。ひとつの投稿から「#お
うちミュージアム」でつながる数多くの投稿を見るこ
とができるようになった。

おうちミュージアムを開始する時点で「#エア博物
館」や「#自宅でミュージアム」といったハッシュタ
グが普及しはじめており、それらと何が違うのかとい

うことを企画にあたって意識する必要があった。ひと
つは、SNSの中だけのムーブメントではなく、情報が
まとまったウェブページを設けていることが違いであ
る。ハッシュタグは誰でも気軽に使うことができ波及
力があることが利点だが、情報を整理された状態にコ
ントロールすることは難しい。おうちミュージアムの
ウェブページからは公式な発信元からの情報だけが集
まっていて、さらにそれぞれには共通のロゴマークが
あることで、情報の関連性がわかりやすくなった。「お
うちミュージアム」のキーワードでインターネット検
索した際や、各ミュージアムのサイトにアクセスした
際に、おうちミュージアムに関するページを見つけや
すくて便利だという声も利用者から聞いた。

利用者とのコミュニケーション
オンラインで行う取組のため、利用者の顔が見えず

反応がわかりづらいという課題を多くのミュージアム
が抱えている。取組の有効性の判断やモチベーション
の維持のためには、利用者からのフィードバックは不
可欠である。

京都国立博物館では、公式キャラクターでPR大使の
トラりんのTwitterアカウントを使っている。「#トラり
んとおうちミュージアム」をつけたぬりえの作品の投
稿には、トラりんが「いいね」をしてくれるというこ
とで、多くの利用者が投稿し盛り上がりが見られた。

東京都の切手の博物館は、普段月 1 回開催している
行事「体験！切手はり絵」の簡易版キットを、コロナ
禍に応じて郵送で無料頒布した。返信用封筒を入れて
郵送申し込みする際に、手紙を同封してくださる利用
者が多く、どのように使ってもらっているかを知るこ
とができた。プレゼントとして遠方の友人に送る方も
いたことなどがわかったそうだ。

福島県の南相馬市博物館では、地域の伝統行事を学
べる「福島県相馬野馬追すごろく」への反響が大きかっ
た。南相馬市観光交流課の企画によりウェブ会議ツー
ルZoomを利用して学芸員二上文彦氏による解説も交
えながらのすごろくのイベントを実施し＊5、参加者の
関心の高さを知ることができた（図 6 ）。

大阪市立自然史博物館は、オンライン上での普及活
動についての利用者アンケート＊6を 5 月に行い、友の
会の会員91件、非会員30件、元会員 9 件の回答を得
た。友の会やボランティアに参加する人々のように、
気軽に感想を聞けるミュージアムに関わる人々を増や
していくような“リアル”での関係づくりは、オンライン
での博物館活動においても重要な要素になると思う。

私立のミュージアムでは特に、入館料が重要な運営
資金となっているところもあり、社会貢献のために無
償のオンライン公開を続けることは厳しく、イベント

図5　�他のミュージアムにも共有したチラシ兼ポスターのデザイン。
ミュージアムごとに画像やテキストをカスタマイズして使える
仕様
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参加費や利用料をもらうシステムも今後必要だと感じ
ているとアンケートでうかがった。有料になると、利
用者からのコンタクトが生じるので、反応をたしかめ
やすくなるだろう。オンラインならではの方法で学び
の質をあげること、および、オンラインによる学びを
必要とする人やその周りの人々にミュージアムによる
学びの意義や価値、可能性を伝えていくことで、人々
の認識を変えることにつなげていきたい。音楽のライ
ブやトークイベントなどがオンラインの有料イベント
としておこなわれることも増えており、受け入れられ
る土台は出来つつある。

網目状のつながりへ
おうちミュージアムに参加するには、北海道博物館

に連絡をもらうことにしていたため、取組をおこなう
ミュージアムを把握し連絡を取り合うことが出来るよう
になった。今は、事務局的な役割を担う北海道博物館
のみが、全てのミュージアムとコンタクトを取れる状態
になっているが、近いうちには全てのミュージアムが
参加ミュージアムに対して気軽に呼びかけや相談がで
きるベストな方法を提案したいと考えている（図 7 ）。

実験場としてのおうちミュージアムを目指して
9 月号支部情報に書いたとおり、感染が終息した後

も利用者が全国のおうちミュージアムを行き来できる
プラットフォームとして、ウェブページを残すことと
なった。

おうちミュージアムをきっかけに新しい気づきやア

イデアが生まれている。おうちミュージアムを、その
ような気づきやアイデアをもとに様々な取組をはじめ
られる実験の場にできないだろうか。情報交換・意見
交換のプラットフォームや、オンラインでの交流会を
企画し、参加者同士が仲間をつくりプロジェクトを立
ち上げていくようなコミュニティになれば良いと考え
ている。また、和田武大氏のようにミュージアムとし
ておうちミュージアムに参加する以外の形での、多様
な人々の関わりしろをつくりたいと思う。これまでの
おうちミュージアムの成長がそうであったように、は
じめる前に道順やゴールを決めずに、進めながら良い
道を見つけていきたい。関わる人や関わることから自
然に出てきたアイデアを、それぞれに最適な形に“編
集”していくことが大切だと思っている。そして展開
していくものは、必ずしも全て「おうちミュージアム」
である必要はない。

これまでにも既に、参加するミュージアムの方々か
ら、おうちミュージアムで公開されたコンテンツのデ
ジタルアーカイブや、異分野のミュージアム同士のコ
ラボレーション、各地のミュージアムの資料を集めた
オンライン企画展などのアイデアが出ている。

新型コロナウイルスが終息したとしても、北海道か
ら沖縄の離島までの広い地域のミュージアムが集まる
ことは頻繁にできることではないし、あまりにコスト
が大きい。これからのおうちミュージアムでは、“発
信”だけでなく“つながり”においても、オンラインで
の新しい形をいっしょに試み、整備していきたいと思
う。� （しぶや・みづき）

注釈
＊ 1 　 7 月22日より参加するミュージアムを対象にアンケートをおこなった。8 月25日までに147のミュージアムより回答を得られ、現在結果を整理中である。
＊ 2 　おうちミュージアムウェブページ
　　　http://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/ouchi-museum/
＊ 3 　【ミュージアム関係者の皆さまへ】「おうちミュージアム」参加施設の募集
　　　http://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/post/news/detail13209/
＊ 4 　�おうちミュージアムでは、ブランディングの考え方を意識して、特色や内容を表現した色やモチーフ、フォント、言葉等を、ロゴやネーミング、他の

制作物等において共通して用いた。そのことで、対象のコンテンツが「おうちミュージアム」の取組のひとつであると利用者が認識できること、およ
び、利用者やおうちミュージアムに関わる職員等が「おうちミュージアム」に対して一貫した印象を抱けることを目指した。

＊ 5 　開催の様子は、南相馬市のYouTubeチャンネルで公開されている。
　　　https://youtu.be/HmxTetmA6Eo
＊ 6 　大阪市立自然史博物館学術リポジトリ「大阪市立自然史博物館のオンライン上での普及活動についてのアンケート結果」より
　　　http://id.nii.ac.jp/1504/00001457/
※インターネット上のURLは2020年 8 月25日現在のものである

図6　�『遊んで学ぶ「福島県相馬野馬追すごろく」オンラインイベン
ト』の様子（5月30日実施） 図7　放射状のつながりから網目状のつながりに変える


